
低・未利用資源を活用した 
水産物加工・販売の取り組み 

奄美漁業協同組合 女性部 

部長  泉 扶代子 

～地元特産品開発を目指して～ 



奄美市笠利町 

奄美市の位置 

金作原原生林 

八月踊り 

サンゴ礁 マングローブ林 



組合員数の推移 



奄美で獲れる魚介類 



生産量，生産金額の推移 
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組織と運営 

平成18年，低利用，低価格魚を利用した水産
加工に取り組もうと奄美漁協女性部を結成 

現在のメンバーは１８名 
（部長１名，副部長２名，会計１名，監事１名） 

結成！ 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=7502&sw=%E8%AA%BF%E7%90%86%E5%B8%AB
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=14225&sw=%E3%81%82%E3%81%98%E3%81%AE%E3%81%B2%E3%82%89%E3%81%8D
http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=23765&sw=%E3%82%AB%E3%83%84%E3%82%AA


加工品開発に取り組もう！ 

活躍を見込める若い女性が数多くいる 
低価格，低利用の魚介類が水揚げされる 

課題選定の動機 

地域の 

現状 

いち早く６次産業化をすすめたい！ 

結論 

全国の 

現状 

長引く不況，漁獲量の減少，魚価低迷など， 

厳しい状況にある一方，６次産業化に対する 

気運が高まる 



瀬戸内漁協直販店「海力」 与論町漁協水産加工場 

県水産技術開発センター 

加工研修 加工メーカーによる加工研修 

先進地視察 



加工品開発 

アイザメ 



切り身 

試食会 完成品 

燻製試作 

燻乾 



販売活動 

東武百貨店 

「奄美の観光物産展」 アマンデー市 

まちおこしフェスティバル 
奄美群島水産青年協議会 

「おさかな祭り」 



第1位（アイザメ燻製品） 

第3位（カンパチ味噌漬け） 

第2位（タカセガイの味付煮） 

第4位（魚味噌） 

加工品売れ筋ランキング 



施設整備 
（魚匠オープン 平成23年11月） 

魚匠 販売スペース 



魚匠（直販所）での販売状況 

魚匠 調理室での加工 魚匠 販売所の様子 



魚匠の売上げ状況 
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魚匠の経営状況 

7,214千円 7,082千円 
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損益分岐点売上高

現在の売上高

魚匠における損益分岐点 

損益分岐点 

約1,900万円 

（10月時点） 

損益分岐点は， 
  9月で 2,200万円 
10月で 1,900万円 
11月で 1,720万円 
12月で 1,460万円 
と徐々に下がって 
きているが‥ 



魚匠の経営改善策 

（価格改定に着手） 
加工原料，人件費，電気代，水道料から価格を計算した。 

（今後） 
 生産工程を見直しを行う 
 （原材料費の削減，作業効率の向上，販路開拓を行う） 

単純な値上げでは消費者の理解が得られないかもしれないので， 

販売価格を据え置き，内容量を減らすことにした 



販路開拓（出張販売） 

加工 箱詰め 

運搬 販売 



販路開拓（学校給食） 

夏場に漁獲される低価格のイソマグロの販路を拡大 
したい 

昨年8月，地元の給食センターに話しを持ちかけた 

大量の原料確保 （630名分） 

短い納期（約１ヶ月） 

商品サイズの統一（1.5cm角 or 切り身で50g） 

課題 

当初は，戸惑いましたが‥‥ 



学校給食における納入実績 

地産地消，魚食普及ということもあり10月に実現！ 
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販路開拓（その他） 

地元レストラン 空港売店 

フェリー売店 物産館（鹿児島市） 



波及効果 

① 奄美いしょむんネットワークへの加入 

意見交換や各種研修をとおして，交流の和が広がってきており， 

商品開発，サービス，広報活動など互いに切磋琢磨しながら成 

長し合える環境が育まれつつある。 

② 漁村女性起業化グループの認定 

補助事業の導入が可能となり，加工機器，資材の整備により， 

さらなる活動の充実が見込まれている。 

※ いしょむんとは，奄美の方言で「磯のもの」という意味 



今後の課題 

①魚匠でしか作っていない特産品の開発を行う。 

②学校や病院，老人福祉施設等に，加工品だけで 
   なく原材料で納入するスタイルを確立させ， 

   併せて，そこで生じた端材を使った商品開発  

    を行う。 
③農産品や生花，弁当など，販売品目の充実を     

  図る 

④新しく建設される「農林水産物直販所」への出品 

  な ど，積極的な販路拡大を図る 



御清聴ありがとうございました。 


